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指定事項：

２．２ 訓練期間・委託人員

表１のとおりとする。

表１－訓練期間・委託人員

訓練期間 委託人員

契約締結日～令和７年３月３１日 ３１名



航 空 自 衛 隊 仕 様 書

仕様書 内容による分類 役 務 仕 様 書

の種類 性質による分類 個 別 仕 様 書

物品番号 仕 様 書 番 号

空幕ＬＰＳ－運０００１６－１１

大臣
令和 年 月 日

承認
品 名

早期警戒管制機及び空中給油・輸送 作成 平成２６年 １月３０日
又 は 機操縦者用シミュレーター訓練の委

託 令和 ４年 ２月 １日
件 名 改正

令和 ６年 ３月 ８日

作 成 部 航空幕僚監部

隊 等 名 運用支援課

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，航空自衛隊で保有する早期警戒管制機及び空中給油・輸送機の操縦者

のシミュレーター訓練について規定する。

1.2 用語及び定義

この仕様書で用いる主な用語及び定義は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の1.2 によるほ

か，次による。

1.2.1 ＦＦＳ （Full Flight Simulator）

モーション及びビジュアル機能付きのフライト・シミュレーター。

1.3 引用文書

この仕様書に引用する次の仕様書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕

様書の一部をなすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７ 調達品等一般共通仕様書

2 役務に関する要求

2.1 一般

早期警戒管制機及び空中給油・輸送機の操縦者の操縦技量維持を図るために，Ｂ－７

６７用ＦＦＳを用いて，緊急事態対処の訓練を主体としたシミュレーター訓練を国内で

実施する。

2.2 訓練期間・委託人員

訓練期間及び委託人員は，調達要領指定書による。

2.3 訓練実施場所

訓練実施場所は，契約の相手方が指定した場所とする。
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品 名
早期警戒管制機及び空中給油・輸送機操縦者用シミュレーター訓練

の委託

2.4 訓練機器

契約の相手方のＦＦＳを使用する。

2.5 訓練実施要領

委託人員１名につき１回の訓練時間は２時間とし，年間４回実施するものとする。

なお，訓練実施日については,別途,航空幕僚監部運用支援・情報部運用支援課長（以

下，“運用支援課長”という。）と調整する。

2.6 訓練内容

飛行全般の緊急操作の訓練を主体とした操縦技術及びクルーコーディネーションの総

合的な訓練を実施する。

なお，主要な訓練項目は，次の項目とし，訓練内容の細部については，その都度，訓

練者が作成する訓練計画書に基づき実施する。

a) 低高度レベルオフ

b) 離陸中止

c) 片発離着陸

d) ウインドシア対処

e) ＩＬＳアプローチ

3 監督・検査

契約担当官等の定める監督及び検査実施要領により実施する。

4 その他の指示

4.1 提出書類

4.1.1 訓練実施計画書

契約の相手方は，契約締結後速やかに2.6 の内容を盛り込んだ訓練実施計画書を３部

作成（様式任意）し，運用支援課長の確認を得て，契約担当官等に提出するものとする。

また，訓練実施計画書に変更の必要が生じた場合は，同じ手続きをとるものとする。

4.1.2 訓練実施結果報告書

契約の相手方は，訓練終了後速やかに訓練実施結果報告書を１部作成（様式任意）し，

監督官の確認を得た後，契約担当官等を経由し，運用支援課長に提出するものとする。

4.2 その他必要な事項

契約の相手方が訓練実施計画書に従って訓練を実施する過程において，訓練の継続に

支障を来す事由が発生した場合には，契約担当官等とその取扱いについて協議するもの

とする。
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